
メ
ー
デ
ー
は
百
三
十
一
年

前
、
一
八
八
六
年
五
月
一
日

に
、
合
衆
国
カ
ナ
ダ
職
能
労

働
組
合
連
盟
が
シ
カ
ゴ
を
中

心
に
八
時
間
労
働
制
要
求
の

統
一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た

の
が
起
源
だ
。
日
本
で
は
遅

れ
る
こ
と
一
九
二
〇
年
、
八

時
間
労
働
制
の
制
定
化
、
失

業
の
防
止
、
最
低
賃
金
法
の

制
定
を
要
求
し
て
闘
わ
れ
ま

し
た
。
過
程
で
は
「
血
の
メ
ー

デ
ー
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

先
人
が
命
が
け
で
闘
っ
て
き

た
歴
史
が
あ
る
。

さ
て
今
年
の
第
八
十
八
回

港
メ
ー
デ
ー
は
戦
争
情
勢
の

た
だ
中
で
開
催
さ
れ
る
。

一
昨
年
九
月
十
九
日
、
安

保
関
連
法
（
戦
争
法
）
が
国

会
で
強
行
採
決
さ
れ
、
二
〇

一
六
年
二
月
二
九
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
。
「
自
衛
隊
が
あ

ら
ゆ
る
事
態
に
切
れ
目
な
く

対
応
」
し
、
政
府
が
「
日
本

の
平
和
と
安
全
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
事
態
」
と
認
定

す
れ
ば
、
地
球
上
の
ど
こ
で

も
米
軍
や
他
国
軍
に
対
し
自

衛
隊
に
よ
る
後
方
支
援
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
一
六
年
二
月
九
日
、

日
本
政
府
は
南
ス
ー
ダ
ン
で

の
国
連
平
和
維
持
活
動
、
二

月
末
ま
で
だ
っ
た
派
遣
期
間

を
八
ヶ
月
延
長
し
、
一
〇
月

末
ま
で
に
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
十
二
月
十
二
日
、

任
務
を
終
え
る
南
ス
ー
ダ
ン

派
遣
施
設
隊
に
代
わ
っ
て
十

一
次
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン
で
の

活
動
を
引
き
継
ぎ
、
十
一
次

隊
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
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第88回港地域メーデー

諸悪の根源、安倍たおそう！

労働者よ団結して立ち上がろう！

第
八
十
八
回
メ
ー
デ
ー
要
綱

■
日
時

五
月
一
日
（月
）
一
〇
時
開
会

■
場
所

入
舟
公
園
（港
区
八
幡
屋
）

※
第
一
部
集
会
後
み
な
と
通
を
田
中
機
械
ま
で
デ
モ

※
田
中
機
械
で
第
二
部
集
会
の
後
、
交
流
会



に
加
え
て
「
駆
け
付
け
警
護
」

と
「
宿
営
地
の
共
同
防
護
」

が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。二

〇
一
七
年
三
月
一
〇
日
、

自
衛
隊
施
設
部
隊
の
五
月
末

を
め
ど
に
活
動
を
撤
退
を
す

る
事
が
記
者
会
見
で
発
表
さ

れ
た
が
、
な
ぜ
こ
の
日
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

と
い
う
緊
急
性
は
な
い
。

現
地
で
は
、
昨
年
の
「
戦

闘
行
為
」
以
降
も
、
緊
張
が

続
い
て
い
る
。
こ
の
間
、
国

会
で
の
質
問
で
南
ス
ー
ダ
ン

で
の
「
日
報
」
が
、
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
組
織
上
げ
て

の
『
隠
蔽
』
で
は
な
い
か
と

追
及
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

稲
田
大
臣
の
答
弁
に
整
合
性

が
な
く
、
自
衛
隊
内
部
か
ら

反
乱
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
い
る
。

高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
基
地
の

建
設
は
、
昨
年
の
夏
、
参
議

院
選
挙
直
後
に
始
ま
り
ま
し

た
。
高
江
は
、
那
覇
か
ら
車

で
三
時
間
、
住
民
の
数
は
一

六
〇
人
で
と
て
も
小
さ
な
集

落
だ
。
森
に
囲
ま
れ
の
ど
か

な
集
落
に
、
工
事
直
後
か
ら

沖
縄
県
警
の
応
援
と
し
て
全

国
か
ら
一
〇
〇
〇
人
の
機
動

隊
員
を
集
め
、
抗
議
す
る
住

民
や
支
援
の
人
た
ち
に
暴
力

や
暴
言
を
吐
い
た
。

と
り
わ
け
大
々
的
に
報
道

さ
れ
た
「
土
人
発
言
」
や

「
シ
ナ
人
発
言
」
は
、
い
ず

れ
も
大
阪
府
警
か
ら
派
遣
さ

れ
た
機
動
隊
員
。
機
動
隊
員

の
発
言
も
大
き
な
問
題
で
す

が
、
大
阪
府
警
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
松
井
知
事
は
、
隊
員
の

差
別
発
言
を
批
判
す
る
の
で

は
な
く
、
「
表
現
が
不
適
切

だ
と
し
て
も
、
大
阪
府
警
の

警
官
が
一
生
懸
命
命
令
に
従

い
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
の

が
わ
か
り
ま
し
た
。
出
張
ご

苦
労
様
」
と
ツ
ィ
ッ
タ
ー
に

投
稿
し
、
又
、
鶴
保
庸
介
・

沖
縄
北
方
相
は
「
土
人
で
あ

る
」
と
言
う
事
が
差
別
で
あ

る
と
は
個
人
的
に
断
定
で
き

な
い
と
述
べ
批
判
を
浴
び
た
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
受
け
、

金
田
法
務
大
臣
は
、
参
議
院

法
務
委
員
会
で
、
「
土
人
」

は
差
別
用
語
に
あ
た
る
と
の

認
識
を
示
し
、
菅
官
房
長
官

も
「
発
言
は
許
す
ま
じ
き
行

為
」
と
語
る
な
ど
釈
明
に
追

わ
れ
た
。

現
在
の
辺
野
古
は
、
今
年

二
月
の
初
め
か
ら
本
体
工
事

の
着
手
を
前
に
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
担
う
大
型
掘
削
調

査
船
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
を
積
ん
だ
船
と
ク
レ
ー
ン

船
が
停
泊
し
、
一
個
十
一
～

十
四
ト
ン
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
二

百
二
十
八
個
海
底
に
投
下
す

る
作
業
を
四
地
点
で
行
っ
て

い
ま
す
（
生
コ
ン
支
部
機
関

紙
く
さ
り
か
ら
転
載
）
。

連
日
行
わ
れ
て
い
る
基
地

建
設
反
対
の
闘
い
に
連
帯
し
、

こ
の
間
南
大
阪
平
和
人
権
連

帯
会
議
が
取
組
ん
で
き
た

「
南
大
阪
沖
縄
現
地
学
習
会
」

に
つ
い
て
本
年
も
取
組
み
ま

す
の
で
、
各
組
織
か
ら
の
積

極
的
な
参
加
を
要
請
し
ま
す
。
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三
月
二
十
一
日
、
政
府
が

閣
議
決
定
し
た
組
織
犯
罪
処

罰
法
改
正
案
の
本
質
は
「
共

謀
罪
」
だ
。
二
百
七
十
七
も

の
罪
を
準
備
段
階
で
処
罰
で

き
る
。
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」

な
ど
と
言
い
逃
れ
て
も
、
刑

事
法
の
原
則
を
覆
す
法
案
に

は
断
固
と
し
て
反
対
す
る
。

過
去
三
度
に
わ
た
っ
て
廃
案

と
な
っ
た
こ
の
法
案
は
、
足

元
が
グ
ラ
グ
ラ
と
動
き
始
め

た
安
倍
政
権
の
退
陣
と
共
に

廃
案
に
追
い
込
も
う
。

と
り
わ
け
、
法
務
大
臣
の

国
会
答
弁
は
閣
僚
と
し
て
恥

ず
か
し
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。

担
当
大
臣
が
、
「
事
前
通
告

を
受
け
て
い
な
い
質
問
に
は

答
え
よ
う
が
な
い
」
と
そ
の

都
度
、
官
僚
に
相
談
し
な
が

ら
答
弁
す
る
様
は
、
稲
田
防

衛
大
臣
同
様
と
て
も
じ
ゃ
な

い
が
納
得
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。

今
、
安
倍
政
権
の
足
元
が

グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。

「
森
友
事
件
」
と
い
わ
れ
る
、

国
有
地
が
異
常
な
低
価
格
で

学
校
法
人
に
売
買
さ
れ
て
い

た
と
い
う
案
件
は
連
日
の
報

道
の
通
り
。
そ
も
そ
も
の
始

ま
り
は
、
工
事
現
場
の
柵
に
、

生
徒
募
集
の
広
告
が
あ
っ
た

と
こ
か
ら
疑
問
に
感
じ
登
記

簿
を
取
得
す
る
と
国
の
所
有

に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
か
ら

こ
の
問
題
が
始
ま
っ
て
い
く
、

木
村
豊
中
市
会
議
員
が
、
情

報
公
開
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

開
示
で
き
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
、
開
示
さ
れ
た
ら
、

の
り
弁
状
態
で
あ
っ
た
。
以

後
は
連
日
の
報
道
の
と
お
り
。

安
部
首
相
は
任
期
中
に
憲

法
九
条
の
改
正
を
目
論
ん
で

い
ま
す
。
総
裁
の
任
期
も
二

期
か
ら
三
期
へ
と
党
大
会
で

決
定
さ
れ
、
安
倍
独
裁
政
権

と
な
っ
て
い
る
。
国
を
変
え

る
と
豪
語
し
て
登
場
し
た
当

時
の
大
阪
維
新
の
会
は
、
分

裂
と
合
併
を
く
り
返
し
、
現

在
は
維
新
の
党
と
し
て
憲
法

改
正
の
先
陣
を
切
ろ
う
と
し

て
い
る
。

森
友
事
件
に
お
け
る
維
新

の
対
応
は
、
政
府
に
対
し
て

の
質
問
は
一
切
す
る
こ
と
な

く
、
完
全
に
安
倍
の
軍
団
に

下
っ
た
。
大
阪
府
で
も
証
人

喚
問
を
公
明
、
維
新
が
否
決

し
て
い
る
。

他
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

課
題
は
あ
ま
り
に
も
多
く
あ

る
。
六
年
目
を
迎
え
た
福
島

第
一
原
発
事
故
の
放
射
能
汚

染
、
深
刻
な
汚
染
水
問
題
、

原
発
再
稼
働
問
題
、
何
一
つ

解
決
が
出
来
て
い
な
い
の
に
、

安
倍
は
原
発
を
売
り
込
む

「
死
の
商
人
」
に
な
っ
て
い

る
。大

阪
高
等
裁
判
所
は
、
関

西
電
力
高
浜
原
発
三
号
四
号

機
の
運
転
を
差
し
止
め
た
大

津
地
裁
の
仮
処
分
決
定
に
つ

い
て
、
関
電
の
保
全
抗
告
を

認
め
、
地
裁
の
判
断
を
取
消

す
決
定
を
出
し
た
。

高
裁
決
定
の
中
で
、
こ
ん

な
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
も
注
目
し
た
い
。
原
発

に
『
絶
対
的
安
全
性
』
を
要
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求
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。

と
ん
で
も
な
い
判
決
で
あ
る
。

今
な
お
、
東
北
の
各
地
で
は
、

一
〇
万
人
余
の
住
民
が
故
郷

を
追
わ
れ
、
数
多
い
差
別
や

困
難
な
生
活
を
押
し
つ
け
ら

れ
て
い
る
現
状
を
無
視
し
た

不
当
な
判
決
で
あ
る
。

大
阪
市
、
大
阪
府
議
会
で

は
、
都
構
想
設
置
に
向
け
た

「
法
定
協
議
会
」
は
五
月
議

会
に
先
送
り
さ
れ
た
が
、
依

然
と
し
て
、
維
新
、
公
明
の

政
治
的
駆
け
引
き
に
よ
っ
て

こ
の
先
は
不
明
で
あ
る
。

又
、
公
共
交
通
機
関
と
し

て
歴
史
を
築
き
、
近
年
は
黒

字
を
生
み
出
し
て
い
た
『
市

営
地
下
鉄
』
は
三
月
二
十
八

日
の
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、

民
営
化
が
決
定
し
た
。
又
、

バ
ス
事
業
は
市
の
外
郭
団
体

に
譲
渡
し
、
新
会
社
「
大
阪

地
下
鉄
株
式
会
社
」
の
子
会

社
と
な
る
。

春
闘
時
、
残
業
時
間
の
規

制
制
限
が
議
論
さ
れ
ま
し
た

が
、
経
団
連
の
思
惑
の
中
で
、

繁
忙
期
一
〇
〇
時
間
未
満
と

す
る
曖
昧
な
確
認
が
さ
れ
て

き
た
。

過
労
死
や
う
つ
病
の
発
症

の
原
因
と
な
る
長
時
間
労
働

を
失
く
す
こ
と
こ
そ
、
労
働

組
合
の
責
任
で
あ
り
職
場
環

境
の
改
善
を
軽
視
す
る
こ
と

は
会
社
の
危
機
を
招
く
要
因

に
も
な
る
。

介
護
事
業
は
国
の
政
策
に

よ
り
決
定
さ
れ
、
年
々
削
減

さ
れ
て
い
る
。
国
や
地
方
自

治
体
へ
の
闘
い
を
行
わ
な
け

れ
ば
解
決
し
な
い
。

昨
年
か
ら
、
介
護
関
連
労

働
者
の
連
携
が
深
ま
っ
て
、

南
労
会
支
部
が
事
務
局
を
務

め
る
な
ど
し
て
少
し
ず
つ
取

組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
来

る
五
月
十
二
日
に
は
北
区
民

セ
ン
タ
ー
で
集
会
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

誰
も
が
避
け
て
過
ご
す
こ

と
が
出
来
な
い
年
輪
を
、
元

気
で
過
ご
す
人
な
ど
あ
り
え

ず
、
今
の
う
ち
に
将
来
の
制

度
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

医
療
・
保
育
・
介
護
労
働

者
の
権
利
や
経
済
条
件
を
確

立
す
る
た
め
に
も
、
声
を
上

げ
続
け
な
け
れ
ば
私
た
ち
の

未
来
は
な
い
。

今
や
豊
か
な
老
後
等
求
め

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
圧
倒

的
な
弱
者
が
団
結
し
、
安
倍

の
友
達
ら
が
優
遇
さ
れ
る
よ

う
な
社
会
は
許
し
て
は
な
ら

な
い
。

最
後
に
、
森
友
問
題
は
、

安
倍
内
閣
崩
壊
の
は
じ
ま
り

を
象
徴
し
て
い
る
。
数
の
力

で
、
不
正
行
為
を
正
当
化
さ

せ
る
安
倍
内
閣
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
。

総
理
大
臣
も
、
国
会
議
員

も
辞
め
る
と
宣
言
し
た
通
り

地
域
か
ら
声
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

闘
う
メ
ー
デ
ー
を
復
権
し
、

労
働
組
合
が
先
頭
に
立
ち
、

生
活
と
権
利
を
守
り
戦
争
を

阻
止
す
る
為
に
奮
闘
し
よ
う
！

港
メ
ー
デ
ー
を
成
功
さ
せ

よ
う
！
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